
町内みんなで取り組む復興
温泉町グランドゴルフ場復旧記念大会

笑顔が絶えなかった久しぶりのグランドゴルフ大会

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
温
泉
町
で
は
、
３
月
６

日
に
美
化
作
業
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
復
旧
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
同
町
内
会
は
仮
設
住
宅
に
住
む

人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
、
昨
年

７
月
か
ら
毎
月
町
内
の
美
化
作
業
と

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
復
旧
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

復
旧
し
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で

初
め
て
の
大
会
を
開
催
し
た
同
町
内

会
の
祝

い
わ
い

会
長
は
「
美
化
作
業
は
毎
月

み
ん
な
が
顔
を
合
わ
せ
る
の
も
目

的
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
が
集
ま
れ

る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

大地を焦がす早春の風物詩 
田野高原野焼き

音を立てて燃え広がる炎が大迫力！

　

田
野
高
原
の
美
し
い
草
原
を
維
持

す
る
た
め
に
毎
年
春
に
行
わ
れ
る
野

焼
き
が
、
３
月
６
日
に
田
野
町
の

美み
は
る
や
ま

晴
山
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

住
民
、
市
消
防
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
約
90
人
が
参
加
。

　

枯
れ
草
に
火
が
付
け
ら
れ
る
と
炎

は
次
第
に
勢
い
を
増
し
、
パ
チ
パ
チ

と
音
を
立
て
な
が
ら
冬
枯
れ
の
大
地

を
真
っ
黒
に
焦
が
し
て
い
き
ま
し

た
。
２
時
間
ほ
ど
で
約
23
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
野
焼
き
が
完
了
。

　

美
晴
山
は
４
月
17
日
か
ら
５
月
下

旬
ま
で
一
般
開
放
さ
れ
る
予
定
で
、

ワ
ラ
ビ
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

鉄道のある日常をもう一度
肥薩線復旧を願うアピール集会

　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
沿
線
自
治
体
や
住
民

が
鉄
道
の
復
旧
を
願
い
、
共
に
頑
張

る
気
持
ち
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
３
月
20
日
に
ア
ピ
ー
ル
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
沿
線
自
治
体

の
首
長
な
ど
約
３
５
０
人
が
出
席
。

　

代
表
発
起
人
の
肥
薩
線
利
用
促

進
・
魅
力
発
信
協
議
会
長
の
松
岡
市

長
は
、「
肥
薩
線
の
全
線
復
旧
を
実

現
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
復

旧
を
願
う
住
民
か
ら
の
訴
え
の
後
、

Ｊ
Ｒ
九
州
や
国
、
県
へ
送
る
ア
ピ
ー

ル
文
を
採
択
。復
旧
を
心
か
ら
願
い
、

共
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
改
め
て
確

認
し
ま
し
た
。

会の最後に出席者でガンバロー三唱を行った

人吉から地球環境に貢献 
人吉市ゼロカーボンシティ宣言

松岡市長が脱炭素社会の実現に向けて宣言した

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
早

急
な
課
題
と
捉
え
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の

実
質
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」を
３
月
22
日
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　

宣
言
で
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け

た
大
き
な
目
標
を
４
つ
掲
げ
て
い

て
、
市
職
員
の
地
球
温
暖
化
に
対
す

る
率
先
行
動
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
、
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
の

包
括
的
な
協
力
・
連
携
に
よ
る
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

応援してくれる人たちに感謝
人吉復興コンテナマルシェ１周年

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た

飲
食
店
の
仮
設
店
舗
が
集
ま
る
「
人

吉
復
興
コ
ン
テ
ナ
マ
ル
シ
ェ
」
の
１

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
、
３
月
20
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
目
玉
と
し
て

参
加
型
の
餅
つ
き
大
会
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
や
む
な

く
断
念
。
店
舗
関
係
者
が
つ
い
た
餅

を
来
場
者
先
着
２
０
０
人
に
振
る
舞

い
、
応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
添
え
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
太
鼓
や
よ
さ
こ
い
な
ど

の
演
舞
も
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
同

マ
ル
シ
ェ
で
購
入
し
た
も
の
を
食
べ

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

餅は来場者に無料で振る舞われた

人吉の今を小学生が発信
くまモン記者団＠人吉

　

市
内
の
小
学
生
が
、
本
市
に
暮
ら

す
人
た
ち
の
魅
力
や
復
興
し
て
い
く

様
子
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流

サ
イ
ト
）
を
使
っ
て
情
報
発
信
を
す

る
「
く
ま
モ
ン
記
者
団
」
の
活
動
が
、

３
月
12
日
に
ス
タ
ー
ト
。
団
員
は
人

吉
東
小
に
通
う
４
人
で
す
。

　

同
記
者
団
は
、
熊
本
地
震
の
被
災

者
支
援
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
団
体

「
Ｆフ

ォ

ー
Ｏ
Ｒ　

Ｋ
ク

マ

モ

ト

Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

Ｐプ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
活
動
の
一
環

と
し
て
南
阿
蘇
村
の
小
・
中
学
校
で

始
ま
っ
た
も
の
で
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
で
被
災
し
た
本
市
で
も
発
足
。

子
ど
も
な
ら
で
は
の
視
点
で
人
吉
の

今
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

活動初日は熊本市民会館で取材の方法を学んだ後、取材を体験

まちの復興を願う希望の光
ひとよしまち燈

あか

り2022
　

復
興
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
人

吉
の
ま
ち
に
希
望
の
光
を
と
も
そ
う

と
、
ひ
と
よ
し
ま
ち
燈
り
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
「
ひ
と
よ
し
ま
ち
燈

り
２
０
２
２
」。
２
月
26
日
の
点
灯

式
を
皮
切
り
に
、
３
月
19
日
ま
で
鍛

冶
屋
町
通
り
一
帯
と
人
吉
復
興
コ
ン

テ
ナ
マ
ル
シ
ェ
の
一
部
に
竹
灯
籠
が

並
び
ま
し
た
。

　

点
灯
式
に
参
加
し
た
鍛
冶
屋
町
通

り
の
街
並
み
保
存
と
活
性
化
を
計
る

会
の
立
山
茂
さ
ん
は
「
ま
ち
に
明
か

り
が
つ
く
と
、
被
災
と
コ
ロ
ナ
で
暗

く
な
っ
て
い
る
私
た
ち
の
心
に
ま
で

明
か
り
が
つ
く
よ
う
な
気
持
ち
に
な

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

同実行委員会とボランティアで手作りした竹灯籠は約570本

青井地区の土地区画整理が可決
人吉市都市計画審議会

　

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
青
井
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
の
都
市
計
画
決
定
に
つ

い
て
の
審
議
会
を
３
月
16
日
に
開
催

し
、賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
道
路
や

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
・
改

善
し
、
土
地
の
整
形
化
や
再
配
置
に

よ
り
宅
地
の
利
用
増
進
を
効
率
的
に

行
う
も
の
。
青
井
地
区
関
係
者
の
同

意
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か

ら
、
市
は
昨
年
10
月
か
ら
今
年
1
月

に
同
事
業
の
説
明
や
意
向
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
可
決
を
受
け
、

今
後
、
道
路
や
公
園
の
配
置
な
ど
の

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

有識者や市議会議員などで構成された審議会委員14人が出席
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